








































                                                       
1 Cf. R.V. Potter, Bioethics, The Science of Survival. Persp. Biol. Med.14:127-153, 1970.坂本百大「人権、尊厳の概念に抗して－ア
ジア的グローバル・バイオエシックス宣言－」『生命倫理』Vol.11 No.1 通巻12号 2001年、182頁参照。 
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  受精卵 クローン胚   
日  本 △→△ ×→△ 受精卵は、国の指針で条件付容認へ 
      クローン胚は研究目的での作製･利用を条件付容認へ 
アメリカ ○ ○ いずれも法律による規制なし 
      いずれの作製･利用を伴う研究にも原則、政府の助成なし 
イギリス △ △ いずれも法律に基づき生殖医療、難病､胚の発生に関する研 
      究など目的を限定した許可制 
       受精胚作製は不妊治療を除き法律で禁止。 
韓  国 △ △ 研究は余剰胚のみ容認。 
      クローン胚作製・利用は、来年1月から法律に基づく許可制へ。 
      受精卵を使ったＥＳ細胞研究は原則禁止。ただし04年から 
フランス △ ×  5年間に限り許可。 
      クローン胚作製は法律で明確に禁止。 
ド イ ツ △ × 受精胚の作製・利用は生殖医療のみ法律で容認。 
      クローン胚は目的を問わず法律で作製禁止。 
 ＊ ○は容認、△は条件付容認、×は禁止（朝日新聞2004.7.14） 
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